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「 武士道』が特別な『日本らしさ 『日本の固有性』といったことにこだわったものb. 『 』、
ではない」という結論に関して、コメンテーターはどうしても対西洋的なレトリックが



















なると「歴史的」という形容詞に違和感を禁じ得ない 「武士道」とは が言う。 A. Cohen

















のあいだに発見されたものである 。執筆年代は 世紀終盤から 世紀初頭、あるいは
2 16 17
年代頃と推定される 『マルチリヨの栞』の構成は以下の通りである。 ）マルチリ1640 13。
ヨの勧め：殉教に関する一般的な教え（＝『丸血留之道 、 ）マルチリヨの心得：殉教』） 2












『ポリュカルポス殉教物語 （ ）は「福音（書 「模倣」という主題による』 ）」、155-60CE




しかし興味深いことに、ゲッセマネの祈りへの言及（ 丸血留』 ）を除いて、イエス『 3.64
受難物語が引用されることはない。それでも『丸血留』は「 イエズスの）御パッショ（
Christopher Rowland, London:1 企画者はこれを、 （Radical Christianity: A Reading of Recovery
1988）のアジア版に相当すると考える。Polity,
2 尾原悟著『きりしたんの殉教と潜伏』キリシタン文学双書、教文館、2006 年、277 頁。
3 姉崎正治著『切支丹宗門の迫害と潜伏』同文館、1925 年、138 頁。海老沢有道他著『キリシ
タン書・排耶書』岩波書店、1970 年、624 頁。
』 、4『丸血留之道』の章句数字は前掲の『キリシタン書・排耶書 、236-60 頁に発表者が便宜上
段落ごとに付したものである。
5 海老沢有道著『キリシタンの弾圧と抵抗』雄山閣出版、1981 年、97-100 頁を参照。
6 1985 261.William R. Schoedel, (Hermeneia; Philadelphia: Fortress, ), p.Ignatius of Antioch










「侍 ）への言及も つの文学的手法と思われる 「コロビ」の是非に関する件では、侍が」 。1







姿勢を例として持ち出すが（ 、これらはローマ人が一般に徳として称賛す1.2, 3, 2.3, 3.1）
る資質を印象づける目的で用いられており、当事者たちが競技者であったとか、競技者精
神が教会運営に多大な刺激を与えていたとは一般に考えられない 『丸血留』における
6
。
「侍」への言及も、忍耐等の概念を印象づけるための有用な表象として選ばれた、という
理解に留めるべきではなかろうか。
（あさの・あつひろ 関西学院大学神学部准教授）
